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1. 平成30年2月期第1四半期の業績（平成29年3月1日～平成29年5月31日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年2月期第1四半期 2,242 3.9 109 1.6 109 △6.4 72 5.9

29年2月期第1四半期 2,159 5.5 107 △16.0 116 △9.4 68 △20.4

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年2月期第1四半期 77.22 ―

29年2月期第1四半期 72.96 ―

（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年2月期第1四半期 4,933 1,856 37.6

29年2月期 4,745 1,886 39.8

（参考）自己資本 30年2月期第1四半期 1,856百万円 29年2月期 1,886百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年2月期 ― 0.00 ― 110.00 110.00

30年2月期 ―

30年2月期（予想） 0.00 ― 110.00 110.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 2月期の業績予想（平成29年 3月 1日～平成30年 2月28日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 4,510 5.8 199 2.0 190 △7.9 98 △23.1 103.98

通期 9,120 7.0 487 24.8 470 17.1 258 10.4 273.32

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年2月期1Q 953,600 株 29年2月期 953,600 株

② 期末自己株式数 30年2月期1Q 9,074 株 29年2月期 9,074 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年2月期1Q 944,526 株 29年2月期1Q 944,526 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間における国内経済は、政府による経済再生に向けた各種政策の効果により企業収益が改善さ

れ、個人消費に持ち直しの動きが見られるなど緩やかに持ち直しつつあるものの、米国や欧州での政治動向、保護貿

易主義の台頭により、海外経済の不確実性の高まりや金融資本市場の変動の影響が懸念されるなど、先行き不透明な

状況は依然続いております。

こうした状況のもとで、当社におきましては、出店による売上拡大、人材の育成と既存店のさらなる強化、さらに

は内部体制の充実に努めてまいりました。

当第１四半期累計期間は、４月に「俺のフレンチ」初のフランチャイズチェーン店であり、また四国初出店となる

俺のフレンチ松山（愛媛県）を出店しました。また、同じく４月にペルタ・レクラン（愛媛県）、ハードオフ那覇小

禄店（沖縄県）を計画通り出店しました。

この結果、当社の店舗数はリユース事業89店舗、フードサービス事業33店舗、合計122店舗となりました。

当第１四半期累計期間の業績は、売上高2,242,908千円（対前年同四半期比3.9％増）、営業利益109,487千円（同

1.6％増）、経常利益109,431千円（同6.4％減）、四半期純利益72,939千円（同5.9％増）となり、増収増益という結

果になりました。

セグメントごとの業績を示すと次のとおりであります。

（リユース事業）

当第１四半期累計期間におきましては、ハードオフ本部のＥＣプラットフォーム「ネットモール」を活用したネ

ット販売の強化にくわえ、出張買取などのリアル店舗ならではサービスへの取り組みを深めたほか、お客様目線で

の売場づくりを進め、売上高の増加に努めてまいりました。この結果、売上高は1,534,953千円（対前年同四半期比

2.3％増）と増収になりましたが、業績の回復が遅れセグメント利益（営業利益）155,229千円（同5.2％減）となり

ました。

（フードサービス事業）

当第１四半期累計期間におきましては、俺のフレンチ松山とペルタ・レクランの２店舗を愛媛県松山市に出店し

たことが大きく貢献しました。この結果、売上高は707,954千円（対前年同四半期比7.4％増）と伸びましたが、新

店の出店費用がかさみセグメント利益（営業利益）23,018千円（同34.5％減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当第１四半期会計期間末における流動資産は、前事業年度末に比べて38,115千円減少し、2,110,639千円となりま

した。現金及び預金が118,871千円減少、売掛金が33,496千円増加、商品が55,531千円増加したことが主な要因であ

ります。

固定資産は、前事業年度末に比べて226,860千円増加し、2,822,749千円となりました。有形固定資産が208,002千

円増加、投資その他の資産が14,484千円増加したことが主な要因であります。

この結果、総資産は、前事業年度末に比べて188,627千円増加し、4,933,741千円となりました。

（負債）

当第１四半期会計期間末における流動負債は、前事業年度末に比べて195,636千円増加し、1,172,250千円となり

ました。買掛金が44,926千円増加、１年内償還予定の社債が145,000千円増加したことが主な要因であります。

固定負債は、前事業年度末に比べて23,174千円増加し、1,904,960千円となりました。社債が180,000千円減少し

たものの、長期借入金が170,709千円増加、その他固定負債が19,497千円増加したことが主な要因であります。

この結果、負債は、前事業年度末に比べて218,810千円増加し、3,077,210千円となりました。

（純資産）

当第１四半期会計期間末における純資産は、前事業年度末に比べて30,183千円減少し、1,856,531千円となりまし

た。利益剰余金が30,958千円減少したことが主な要因であります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年４月14日に公表しました「平成29年２月期 決算短信〔日本基準〕(非連結)」の数値に変更はありません。

また、業績予想につきましては、本資料の発表日現在において当社が入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成29年２月28日)

当第１四半期会計期間
(平成29年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 930,621 811,750

売掛金 90,654 124,150

商品 970,617 1,026,149

貯蔵品 5,603 5,379

その他 152,494 144,802

貸倒引当金 △1,236 △1,593

流動資産合計 2,148,755 2,110,639

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,067,669 1,143,557

その他（純額） 582,719 714,833

有形固定資産合計 1,650,389 1,858,391

無形固定資産 33,713 38,087

投資その他の資産

差入保証金 519,370 519,206

その他 398,600 413,228

貸倒引当金 △6,186 △6,165

投資その他の資産合計 911,785 926,270

固定資産合計 2,595,888 2,822,749

繰延資産 471 353

資産合計 4,745,114 4,933,741

負債の部

流動負債

買掛金 97,978 142,905

1年内返済予定の長期借入金 399,932 424,980

1年内償還予定の社債 35,000 180,000

未払法人税等 77,043 36,238

その他 366,659 388,126

流動負債合計 976,614 1,172,250

固定負債

社債 180,000 -

長期借入金 1,001,196 1,171,905

退職給付引当金 3,654 5,673

役員退職慰労引当金 69,274 72,331

資産除去債務 427,952 435,844

その他 199,708 219,206

固定負債合計 1,881,785 1,904,960

負債合計 2,858,400 3,077,210
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(単位：千円)

前事業年度
(平成29年２月28日)

当第１四半期会計期間
(平成29年５月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 547,507 547,507

資本剰余金 63,507 63,507

利益剰余金 1,280,870 1,249,912

自己株式 △17,845 △17,845

株主資本合計 1,874,039 1,843,081

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 12,674 13,449

評価・換算差額等合計 12,674 13,449

純資産合計 1,886,714 1,856,531

負債純資産合計 4,745,114 4,933,741
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（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
前第１四半期累計期間
(自 平成28年３月１日
　至 平成28年５月31日)

当第１四半期累計期間
(自 平成29年３月１日
　至 平成29年５月31日)

売上高 2,159,636 2,242,908

売上原価 723,269 774,706

売上総利益 1,436,367 1,468,201

販売費及び一般管理費 1,328,654 1,358,713

営業利益 107,712 109,487

営業外収益

受取利息 186 223

受取配当金 100 131

不動産賃貸料 4,596 3,726

受取手数料 2,181 2,202

協賛金収入 2,094 2,185

その他 9,977 1,744

営業外収益合計 19,137 10,213

営業外費用

支払利息 3,627 3,417

社債利息 714 604

不動産賃貸原価 5,088 6,047

その他 483 200

営業外費用合計 9,914 10,270

経常利益 116,936 109,431

特別損失

固定資産除却損 - 10,797

店舗閉鎖損失 184 -

災害による損失 28,753 -

特別損失合計 28,937 10,797

税引前四半期純利益 87,999 98,633

法人税、住民税及び事業税 15,944 28,980

法人税等調整額 3,145 △3,286

法人税等合計 19,090 25,693

四半期純利益 68,908 72,939
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

　

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第

１四半期会計期間から適用しております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期累計期間(自 平成28年３月１日 至 平成28年５月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期損益
計算書計上額

(注)２リユース事業
フードサービス

事業
計

売上高

　外部顧客への売上高 1,500,737 658,899 2,159,636 ― 2,159,636

　セグメント間の内部売上高
　又は振替高

― ― ― ― ―

計 1,500,737 658,899 2,159,636 ― 2,159,636

セグメント利益 163,745 35,140 198,885 △91,173 107,712

(注) １ セグメント利益の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

　

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

　

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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当第１四半期累計期間(自 平成29年３月１日 至 平成29年５月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期損益
計算書計上額

(注)２リユース事業
フードサービス

事業
計

売上高

　外部顧客への売上高 1,534,953 707,954 2,242,908 ― 2,242,908

　セグメント間の内部売上高
　又は振替高

― ― ― ― ―

計 1,534,953 707,954 2,242,908 ― 2,242,908

セグメント利益 155,229 23,018 178,248 △68,760 109,487

(注) １ セグメント利益の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

　

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

　

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。


